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東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式ファンド（為替ヘッジなし）＜愛称 エンテック＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・エンターテインメント・ 

テクノロジー株式ファンド 

（為替ヘッジなし） 

＜愛称 エンテック＞ 

 

第６期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2023年８月７日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・エンターテインメン

ト・テクノロジー株式ファンド（為替

ヘッジなし）＜愛称 エンテック＞」は、

このたび、第６期の決算を行いました

ので、期中の運用状況をご報告申し上

げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／内外／株式 

（課税上は株式投資信託として取扱われ
ます。） 

信託期間 2020年８月28日から2030年８月６日 

運用方針 
信託財産の成長をめざして運用を行い
ます。 

主要投資 
対 象 

東 京 海 上 ・ 
エンターテインメント・ 
テクノロジー株式ファンド 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 

「東京海上・エンターテイ
ンメント・テクノロジー
株式マザーファンド」を
主要投資対象とします。 

東 京 海 上 ・ 
エンターテインメント・ 
テ ク ノ ロ ジ ー 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本を含む世界の取引所
に上場されている株式

（これに準ずるものを含
みます。）を主要投資対象
とします。 

投資制限 

東 京 海 上 ・ 
エンターテインメント・ 
テクノロジー株式ファンド 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 

・ 株式への実質投資割
合には、制限を設けま
せん。 

・ 外貨建資産への実質
投資割合には、制限を
設けません。 

東 京 海 上 ・ 
エンターテインメント・ 
テ ク ノ ロ ジ ー 株 式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

・ 株式への投資割合に
は、制限を設けません。 

・ 外貨建資産への投資
割合には、制限を設け
ません。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の、
繰越分を含めた配当等収益および売買益

（評価益を含みます。）等から、基準価額
の水準、市況動向等を勘案して分配を行
う方針です。ただし、分配対象額が少額
の場合等には、収益分配を行わないこと
があります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針
に基づいて運用を行います。  
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

２期(2021年８月６日) 11,510 500 △ 4.3 98.4 12,865 

３期(2022年２月７日) 10,458 0 △ 9.1 97.0 8,002 

４期(2022年８月８日) 9,556 0 △ 8.6 97.1 4,762 

５期(2023年２月６日) 9,494 0 △ 0.6 96.7 4,017 

６期(2023年８月７日) 11,099 200 19.0 98.7 3,931 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年２月６日 9,494 － 96.7 

２月末 9,292 △ 2.1 96.8 

３月末 9,622 1.3 97.1 

４月末 9,700 2.2 97.8 

５月末 10,177 7.2 98.6 

６月末 11,074 16.6 97.1 

７月末 11,537 21.5 98.3 

(期  末)    

2023年８月７日 11,299 19.0 98.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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○運用経過 (2023年２月７日～2023年８月７日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2023年２月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・米国でインフレ進行の一服感から金融引き締めペースの減速に対する期待が高まる場面があったこと 

・ハイテク関連銘柄を中心に事前予想を上回る好調な決算が発表されたこと 

・円安が進行したこと 

 

マイナス要因 

・インフレ懸念の高まりを背景に、欧米の中央銀行が金融引き締めを継続したこと 
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■投資環境 
【世界株式市場】 

当期、世界の株式市場は上昇しました。ロシアによるウクライナ侵攻の長期化やそれを受けたインフレ高進を背景とした

欧米の中央銀行の金融引き締め継続といった環境に大きな変化はなかったものの、米国でインフレ進行の一服感を示す指

標が出始めたことで、金融引き締めペースの減速に対する期待が高まり、株式市場は堅調な展開となりました。一部のハイ

テク関連銘柄で事前予想を上回る決算が発表されるなど、ハイテク関連企業を中心に業績の回復が見られたことも株式市

場のサポート材料となりました。 

 

【為替市場】 

米ドル円為替レートは円安米ドル高となりました。期初はインフレ懸念を背景とした欧米の中央銀行による金融引き締

め継続により、米国金利の先高観が強まり円安米ドル高が進行しましたが、その後は米国地方銀行の破綻などで金融システ

ム不安の高まりから米ドルが売られ、円高米ドル安となる場面が見られました。しかし、金融システム不安が徐々に和らぐ

につれて、再びインフレの高まりに注目が集まり円安米ドル高の動きが強まりました。日銀が長期金利の許容変動幅を柔軟

化しましたが円高の動きは一時的で、期を通じては円安米ドル高となりました。 

ユーロ円為替レートは円安ユーロ高となりました。期初は米国の金融システム不安の影響から横ばいでの推移となった

ものの、その後金融システム不安の懸念が和らぐと、金利差を背景に円安ユーロ高が進行しました。日銀が長期金利の許容

変動幅を柔軟化しましたが、ユーロ圏のGDP（国内総生産）が想定よりも堅調となったことなどから円安ユーロ高の流れが

強まりました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式ファンド（為替ヘッジなし）＞ 

「東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持し

ました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、マザーファンドの値動きを反映し、19.0％上昇しました。 

 

＜東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド＞ 

エンターテインメント業界における技術的発展を牽引する、あるいはその恩恵を受けると判断する企業（エンテック関連

企業）の株式等に投資しました。 

当期、株式市場が堅調に推移するなか、ハイテク関連企業を中心にエンテック関連企業の株価は上昇しました。 

以上の運用の結果、保有銘柄の上昇や円安の進行などから、基準価額は19.9％上昇しました。 

 

【投資テーマ別構成（2023年８月７日現在）】 

 

 

 

※「投資テーマ」はTCW Asset Management Company LLCの情報を基に作成し

ています。銘柄の事業内容によっては、複数の投資テーマに分類される場

合があります。 

※比率は各銘柄の投資テーマ毎に占める割合を基に、株式時価総額で加重平

均したものです。 
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■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 

 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第６期 

2023年２月７日～ 
2023年８月７日 

当期分配金 200  

(対基準価額比率) 1.770％ 

 当期の収益 29  

 当期の収益以外 170  

翌期繰越分配対象額 1,572  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式ファンド（為替ヘッジなし）＞ 

「東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持し

ます。 

 

＜東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド＞ 

エンテック関連企業は、最新のテクノロジーを駆使して急速な成長を遂げています。新型コロナウイルスの影響によっ

て、人々は新しい生活スタイルを模索するなか、音楽や映画鑑賞、コンサートやスポーツ観戦、ゲームといった日常生活に

必要不可欠なエンターテインメントは、コンテンツの一層の拡充やサービス形態などあらゆる側面で進化を続けるととも

に、顧客数を拡大させています。 

欧米におけるインフレ懸念やロシアによるウクライナ侵攻関連のニュースなどが投資家心理を左右し、短期的には株式

市場の下押し材料となる可能性はありますが、開発力やブランド力のあるエンテック関連企業の株価は、長期的には上昇し

ていくとみています。 

引き続き、徹底したファンダメンタルズリサーチを通じ、エンターテインメント技術の発展により収益拡大が期待される

企業への投資を行っていきます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年２月７日～2023年８月７日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 87  0.850  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (46)  (0.453)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (39)  (0.384)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.027   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
＊売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 3)  (0.027)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.005   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
＊有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.005)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.013   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.003)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 92   0.895    

期中の平均基準価額は、10,233円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.74％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式ファンド（為替ヘッジなし）＜愛称 エンテック＞ 

○売買及び取引の状況 (2023年２月７日～2023年８月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド 78,065 87,079 764,195 897,364 

 
 
 

○株式売買比率 (2023年２月７日～2023年８月７日) 

 

項 目 
当 期 

東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,725,585千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 6,597,015千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.26   
 
（注） (b)は、各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） (c)は、小数点以下２位未満を切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年２月７日～2023年８月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年８月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド 3,733,023 3,046,894 3,931,712 
 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式ファンド（為替ヘッジなし）＜愛称 エンテック＞ 

○投資信託財産の構成 (2023年８月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 
東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド 3,931,712 97.2 
コール・ローン等、その他 114,030 2.8 
投資信託財産総額 4,045,742 100.0 

 
（注） 東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,198,364千円）の投資

信託財産総額（6,862,232千円）に対する比率は90.3％です。 
（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは

１米ドル＝141.70円、１ユーロ＝155.96円、１英ポンド＝180.80円です。 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年８月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,045,742,215   

 東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式マザーファンド(評価額) 3,931,712,060   

 未収入金 114,030,155   

(B) 負債 114,030,155   

 未払収益分配金 70,844,873   

 未払解約金 9,485,984   

 未払信託報酬 33,483,374   

 その他未払費用 215,924   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,931,712,060   

 元本 3,542,243,672   

 次期繰越損益金 389,468,388   

(D) 受益権総口数 3,542,243,672口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,099円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は4,231,356,606円、期中追加設定元本
額は88,780,404円、期中一部解約元本額は777,893,338円です。

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 
（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資
産の額となります。 

○損益の状況 (2023年２月７日～2023年８月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 670,555,152   

 売買益 740,738,354   

 売買損 △ 70,183,202   

(B) 信託報酬等 △ 33,699,298   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 636,855,854   

(D) 前期繰越損益金 △439,821,486   

(E) 追加信託差損益金 263,278,893   

 (配当等相当額) (  218,022,068)  

 (売買損益相当額) (   45,256,825)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 460,313,261   

(G) 収益分配金 △ 70,844,873   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 389,468,388   

 追加信託差損益金 263,278,893   

 (配当等相当額) (  218,078,598)  

 (売買損益相当額) (   45,200,295)  

 分配準備積立金 338,911,755   

 繰越損益金 △212,722,260   
 

（注） (A)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注） 信託財産の運用指図に係る権限の全部または一部を委託する

ために要した費用として、このファンドが組み入れている親投
資信託の純資産総額に対して年１万分の52.5の率を乗じて得
た額を委託者報酬の中から支弁しています。 

（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 10,521,902円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 218,078,598円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 399,234,726円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 627,835,226円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,772円 

g. 分配金 70,844,873円 

h. 分配金(１万口当たり) 200円   
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東京海上・エンターテインメント・テクノロジー株式ファンド（為替ヘッジなし）＜愛称 エンテック＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 200円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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